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現代食への動向と人間の栄養生態

くはじめに〉

H本の家庭の食文化は戦前から今日に到るまでの、

徴くべき経済と流通機構の発展によ ってここ数十年の

間に崩壊しつつある。

栄蓑学は地域社会の食物文化と労働によって・起こる生

埋現象を枯盤として発展する応用科学であg。2000k 
calで生活している人と3000kcalで生活している人の生

理現象には大きな違いがある。

また、成長期の栄養と名人・病弱者の栄蓑とは全〈

異る視点がある筈である。にも拘らず一般には予防と

いう考え方が強く、老人型栄養に傾いている。

近代の人間の行動の特徴は労慟構造にあるといって

よいだろう 。牒業労働社会として発展しつづけてきた

日本では、栄養もその労働に対応してきたのであるが、

急速な社会変革により、新しい産業が続出し、その労

慟が人間の栄養にと ってどんな意味をもつかが理解で

きぬままに対処療法的に考えられているのである。

栄養学の基礎となる細胞レペルでの生化学は科学と

して発展しているが、細胞の多様な集合体として機能

している人間の生理には対応出来ない部分か多く、そ

のことが一般に栄養学に対する不信につながっている。

私は昭和30年代より農山村、都市、40年代からは開

発途上国 （メキシコ、ガテマラ ）、先進国 （ア メリカ西

部）を対象として経年的に長期にわたって食と労慟、社

会環境と生理生態について地域住民を対象に調査を行

ってきた。

調杏の中で得られた知見と現代栄蓑学の進行の状況

から、母体と子供達の成長にスポットをあて、栄養に

ついてどう考え、どう対処すべきかについて述ぺ、諸

共立女(-大学教授
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腎の参名に（共したい。

く国土を無視した食の現状〉

周知のように日本人の食糀は食生活が良 くなる とム

われるのに逆比例して自給率を低〈している。昨年杓孝t

が計算した結果によれば、今日日本人の摂取している

食柑は1600万haの牒地から生産されたものである。

日本の耕地はおよそ 560万haであるから、外国の耕

地を約1000万ha強借用していることになる。

私は学校給食のセンター化に反対したことがあるが

その最大の理由はセンター化によ って加工調理される

食品は輸入食柑刑になるからである。現在給食を受け

て ~'る世代は、あと半世紀以上を生きぬかねばならな

いのである。彼等か現在のような、あるいは、これ以

上輸入に頼るよ うな食生活を続けようとするならば、

常に輸出産業が発展していかなければならないことに

なる。三段論法的ではあるか、輸出産業をこの査源の

ない国で成長させるためには有能な人々が育たねばな

らないのである。

ひらた＜云うならばドル稼ぎのできる日本人を作るた

めには、も っと偏差値をきつ〈して、能力を差別し 1

万分の 1のドルの稼ぎ手を作るために他を犠牲にしなけ

ればならな〈なるのである。1000万haの農地を借用す

るために、これから日本人はどれ程犠牲を払わなけれ

ばならないのだろうか _I

こうした観点か ら食柑自給率を考えるべきではない

だろうか I

自国で生産される食物で 100%とは云わなくとも、

将来を見込んで70-80%は自給できる方法としての食

物を考えてい くべきであろう 。さもないと、日本は経
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済大国といいなから食糀植民地化の道を歩むこととな

るだろう 。

私は1982年メキシコにおいて経済封釦、食糀の完全輸

入梵止という状況に出会った。 1ドル22ペソか l夜に

して90ペソにな った。その後鉦年メキシコを訪れてい

るが、混乱を起こしているのは大都市の欧米化人種のみ

で大多数のメキシコ人は平然としているのをみて、 90

％食糀力消給できる国家の底力の強さをみせつけられ

たものである。

く自給できなくなった母乳〉

10年程前日本の母親の新生児期の母乳分洸率が40%

を}ii]った。重大なことと名え都市部、近郊牒村地域、

牒山村地域にわた って2300例の調1i'を行った。

その結果70%の母親か母乳で哺育しようと湿布、マ

ソサージ、食療法などを行っていることが分った。に

も拘らず新生児に 3週間以上授乳てきる母親は36%、

3ヶ月以上授乳できたものは20%を少し上廻る程度で

あった。

私は哺乳動物である人間か何故このように一世代の

年月で母乳が出なくな ってしま ったのだろうかという

疑問を強く持ち、多面的に調ftを行い次のような結論

を得た。

i)すぺての哺乳動物は産前に食物摂取似か減少し、

産後数日から 1週間は水分以外のものは摂取しな

い。人間はこの時期を高栄養にしている。

II)産婦の摂取する動物性食品の種類と屈が非常に多

い。ちなみに 3日間の献立で用いられた食品 （蛋

白質を 0.5%以上含むもの）の数は日本で71品、

アメリカ西部都市で19品、メキシコインティオで

9品であった。

これに対して母乳分泌率は日本34%、アメリカ70

％、メキシコインディオ99.9%であ った。

iii)他康な母体、健康な乳児であれば母乳で14-18ヶ

月は充分成長する （人類生態系）。 日本の母親で明

治から大正初期に生まれた人々の91%は10ヶ月以

上子供を母乳で育てていた。

i,・) 0市のように母親になる以前の食事内容と出産前

後の食事内容が著るしく異る場合には母乳分泌率

が悪〈、分泌停止時期が異常に早い(2ヶ月以内）。

V)柏物は与え られる窒素最 （人では蛋白質）が増加

してい〈に従って、成長不良く成長開花 ・結実<

開花 ・築成長く薬成長く枯死という生態系を持っ

ている。

人間の場合、針白質の摂取：Lしに対し てJ,i)様の視紋は

起こり得ないか。

以上のボ柄から多品目献立によるfn1 ' 1 質の過康1]1!€取

が、母乳の自給率を低下させている大きな吸因である

との結論を得た。

戦前の社会において、日本はよく魚食民族であると

いわれるか、股村では塩鮭とタラ〈らい、魚村でも 10

種以下の魚種に限られていたことを息い出してみてほ

しい。地域性が高かったのである。

このことは全生物が有する適応の牛理学か らも爪製

な課題となる。

く自給と栄養の不足＞

日本において食柑の自給率を上げよ う とした とき ,J•1

然、現在のような食生活は出米ないと思、うが、米とい

も類、践菜穎を主体とした食生活は11f能である。動物

性蛋白質の摂取絨を20g以下におさえるならば、,・,給

率を80%近〈まで上昇させることができる。

このような中で栄養構成を打えたとき、ヒ1本人の栄

養は次のような過不足による欠陥を牛するであろ う

i)エネルギー摂取絨の過剰

ii)ビタミン 81、B2の不足

iii)ピタミンA 、Dの不足

八）カルシウム、鉄の不足

である。これ以外に不足は考えられないので、これ

を国内的に解決しようとすれば、運動砧 （肉体労働絨）

を増加させるような生活をし、ピタミ ン、ミネラルの

主要食品への安全強化を行うこと である。

この場合食品添加物も自国を守るための近代社会文

化として受けとめなければな らないだろう 。

く空腹が獲得する生体の恒常性）

生体が必要な成分を外部より獲得して、生体成分の

恒常性 （ホメオスタシス ）を保とうとしていること

（自律神経系とホルモンの働き ）は周知のことである

が、なかでもエネルギー源と塩類、そして水分は不足

すると強く欠乏をう ったえる栄養成分である。

運動不足、過剰摂取かあれば生体は当然のように過

剰物質を排泄するように慟〈 のである。エネルギーii泉

は脂肪にして裕栢できるので、エネルギーは脂肋とし、

う形で脂肋組織に排泄される。運動をせず、体表と呼
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気からの水分排泄か少な I, かヽ ら塩類も過刺となり、＇ 晋

臓に負担をかける 。飲水欲求が少なくな り、水を飲ま

ない f供や大人か増えて〈る。その結果、生体成分の

·[·1i_•/;\· 性が失われ、異常な代謝が生ずる。内部環境の

異常によるストレスである。このストレスか粕神状態

を不安定にさせ、個体によ っては種々多様な成人病要

[klとなる のである。

今 Hでは成人病およびその危険因子をもつものが低

年令陪にまで及び、問題にな ってきているのである。

く食文化は生命に対応＞

有史以米その地域の環境のもとに作りあげられてき

た食文化は、単純に食物の美味と 美を追求 した味党、

芸術的文化のみではない。乳幼児の成長に対応し、労

働に対1、もし、射いに対応し、ど令に対応し てきたも の

である 。そして何よリも世代から世代へ伝え続けてき

た地域社会文化なのである 。

広義のLifeに対応した食文化を、街白質か不足と

いうような単なる栄養出たけの問題で LifePai ternと

しての食文化の根源を崩壊させてしま ったのが日本の

社会である 。

くおわりに〉

食と栄養に関して成長期のイ•供達を対象に研究して

きた結果から、格理のつかなしヽままランダムに問題，•.\

の一部を述べてみた。

21世紀を付負う f・供達かし っかり日本の大地に根差

して牛きることをl,Y.(iい、本稿を終りたい。

本校における健康教育の推進

本校では「自分の力をせいいつばい出せる子」 を教育

目標に、次の四つの柱から調和のとれた人間教育をめ

ざして しヽる。

(1) 体力づ〈 り （進んで他康増進）

(2) 学習づ〈 り （学習に喜びを求める ）

(3) 生活づ〈り （正しい事に勇気を出す）

(4) 心梢づ〈 り （美しいも のに感動する ）

最近、急激な生活環境の変化にともな って、児童の

健`康問題にも大きな変化が生じてき ている 。特に、医

学 ・薬学では解決できない心の健康上の問題か多くな

ってい る。

たとえば、心身症・ノイローゼ ・暴カ ・登校拒否症・

村森県1即it軽I阻木造町立f11JI楊小学校

校K 小山内 道親

非行・自殺等か新しい課題とな ってきている 。本校でも

身体的に あらわれた症状の背後に、 心の悩み ・人間関

係 ・家庭の事梢・教師の対応な ど、さまざまな要因か

原因とな っているこ とか多い。 したがって、児童の心

の他康について計画的・意図的に取り組まなければな

らな しヽ と思った。

心の健康に必要なもの

〇あたたかい人間関係の確立

Oi,'i"緒安定の自己変谷

0現実 との効果的接触

0梨団生活に対応しての自己表現

「いじめっ子」 「いじめられっ子」の問題は現代世相
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の中で大きな課題となり、取リ組まなければならなし、

し、解決しなければならなし'o

この~1;;は、一方か良〈 一 方が悪しヽとし、う ·1•;ではあリ

えない。どちらにも問題がある。特に小学校における

教師の観察力があるかないかによ って、大き〈わける

ことができる。

校内暴力にしても、その原因を追求せずして、起き

t..: ·1•; 実のみを追求し、暴力をふる った者のみを悪者に
し ている場合が多い 。 もちろ ん 暴力者が良いという ~1~

ではない。被杏者にも原因がある場合が多々ある。故

に、 (-どもの心の深層までをつきつめるという教師の

観察力が不足してし、るのである。

教村は教師の牛きてきた'・I".きざまか大き〈：；！猜敗して

くる。故に、教師自身の人間関係 ・梢紹安定 ・狛団の

結束 ・自已表現が大切である。それと同時に、校内外

の研修も必要であるのである。

現代は、兄弟姉妹の人数も少な 〈、遊び）iさえ知ら

ない者が多い。ひとり っfで、いつも父栽と相撲をと

っていた＋か、そのままの力で女のチにぶつかってい

って、大けがをさせた例さえIJrl〈。そこで全校みな兄弟

姉妹という名えから、全校をたてわ＇）班にして行動す

るように 、700名を24班に構成し 、全校児窟と、 全教

師かひとつにな って学び、遊ぶ牛活をする楽しい学校

牛活を考えた。

児童会活動

0 みんなで走ろう会

0 みんなで描こう会

0 みんなで読もう会

〇 みんなでおどろう会

学校活動

〇 全校表現 （ 全校染 l卦 i~( 技 ） 木 11/il B 5校II:か

0 音楽北会 土耀日の比会

〇 音II活動 毎日放課後

〇 なかよしタイム 2校時後の20分

〇 給食後の歯みがき

心の不他康をひ きおこす原因をとりのぞ〈ためには

第一の手だてとして、教師の行動観察に重，,_'.(かおかれ

ている。

しかし、子どもの心の奥深〈までわかり合えるとし、

う事は、なかなか無理難題である。なぜなら、自分に

祖 lj・をある時は、うそをつく(-カ、多し、。 「お母さんが

．．．．．．」、 「先生が・・・．．」、 「00さんが・・・．．」とし、う

ように、他に群任をおしつけるイが多い。そこで手だ

てとして、心理検卦 ・知能検牡・人格検介・ 家庭調介

梢報など観察によって、人格 ・心理状態 ・問題、9ばなど

の理解 ・周囲の人間関係の損なわれた状態を、的確に

つかむようにする。しかし、検壺はあくまでも一つの

めやすに過ぎず、チどもを1/:i接自分の目で見、心に触

れたものに)Jづいて理解を深めようとすることが教師

なかよしタイム 早朝マラソンのようすを子供達が紙版画にして制作したものです。

児窟玄関の正面にあります。
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の枯本的な構えてあると思う 。

観察＿ 理解 指導を通して、ひとりひとりの子

どもを岐大に生かさなければならなし‘。

教師惜l
規律あるあたたかで親和的 ・信頼性の教帥と児~ } ある対人環境を整える 。

ー(-ども同志

学年 と学年の協カ・学級間の協力という事に重点を

お〈半によ って、学級差 ・学年差かな〈なる。この事

によリ父母からの信頼感も得ることかできるし、子ど

も同志も仲間意識か育ち、学年がみんな友達になるこ

とかできる。

低ブロ ソク艇会 （火曜日 ）

中プロ ック駐会 （水曜日 ）

高ブロ J ク染会 （金曜日 ）

合同体育 ・合同音楽

― 
｀ゞ

職貝で作ったものです。ジャンプした長さを計る

職貝で作ったものです。

今年度、健康侵良学校として県一位になれた事の大

きな要因として、学校環境づくりに全職員か取り組ん

だ事によるものである。

教師ひとりひとりが持つ特性を生かし、教師の手づ

l
.
 

”̀r'’ 

、J
っ鬱

‘” 

素手でトイレの清掃をしている 5年の男子
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くりで行なわれた場の設定、 ．ペニヤ板を電気のこぎ

リで切る教師、それにペンキをぬりっける 教師、文字を

書き入れる教師、はり つける教師 と、全員汗にまみれ

てl!)戦 している姿を見て、チども達も大き〈変わった。

元気に挨拶する子、下足箱を水ぶきする千、安全点

検する子、トイレを素手て洗い清める子等、子ども達

が生き生きと活動する姿こそ教師自か らの姿であ 1)、

教育の原点である。

（参考例）

本校教師による登校拒否児童の指導例

登校拒否児童T君の指＃ ー一

欠席日数 1年= 122日

2年= 94日

3年=99日

4年= 59日

5年=30日 (1月8日現在）

4年生から担任し てみて、まず 3年生までの欠席か

多いのに．糊き 、前担任や知り合い、親に 3年生までの

様子を聞くことから T君の指＃が始ま った。

それによると T君は「ろうと胸」であり、本人も親も

それを大変恥すかしい事ととらえているのかわかった。

確かに防衛体カ ・行動体力 とも 劣ってはいるが、 T君

は、あらゆる場面から逃避しかちの学校生活を送って

きたために 、ますます心身ともに弱くなってき たよう

である。また 、休めば当然学習も遅れるわけで、 4年

生になった時点で、かけ算の九九や本読みも満足にで

きない状態であ った。さらに、前担任が特殊学級への

入級を勧めたことによって、学校への不信感か親につ

のったようであ る。

そこで、家庭訪問を通じて親と、また、休み時間や

放課後の時間を利用してT君と、いろんな事について

ストレートに話し合ってみた。そこで担任の私が確信

していたことは、

(1) T君は学習が遅れているだけで、知能が遅れて

いるのではない。

(2) T君に関する願いは、担任も親も同じである。

としヽう 2点である。

そういう点を信じて、 何度も何度も家庭に足を運ん

だ。時には母親の経営するスナ ックまで行き、酒を交

わしなから何時間も語り合った事もあった。そうして

いるうちに、少しずつではある が、T君にやる気か芽

ばえ、親にも何としても学校にやって、T君の将米の

事まで考えて対応しようという気持ちが芽ばえてきた。

T君が梢極的に取り組んだ事に対し てそのつど甘讃し 、

そのがんばりぶりを親にも連絡するよ うにした。そう

して 5年生になると 、同学年の女の先生の指胡で、そ

れまでは、けっして人前で上着を脱がなかったT君か、

親に「水泳パンツ・を買ってほしい」とい うまでに なっ

た。体はまだまだ丈夫とはいえないが、明るさが目に

ついてきた。

また、学級内でも友達とのつきあいがな〈、家でも

学校でも多人数で遊ぷことのない子であるという点に

注目し、朝、近〈の子供に迎えに行ってもらう事にし

た。そうしているうちに、その迎えに行った子を通じ

て子供同志の世界が広がり 、学級の子供達も今まで遊

びに加わらなかった子が仲間に入ってき た事を心から

喜んだ。

今ではもう「特別の子」ではなく、グラウンドで探

すのに苦労するぐらい、集団での遊ぴを好んでいる。

以上の事から 、心の健康が損われている子に対する

指群で大切なのは、

〇 子供を信じる心 （教師の側の根気）

〇 親との対話 （理解しあう ）

〇 学年内教師の連けい

であると思う 。

この教師は教師生活二年目である。よく 言われる事

で、高齢者教師の取りあっかいでの苦労話がたえない。

特に女教師の高齢者によ って、学校経営が大き〈ゆら

ぐ場合がある。

そういう中で、本校では、 「自分がいま何をなすぺ

きか」よくわきまえ、老も若きも、 一丸となって、二

十一世紀をになう子ども達のために、教育一筋に立ち

向っている。
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健康優良学校「全国優秀校」後日談

,i;,~ 根県飯ィ;m;.が米町ヽi:,か名小学校

教頭村卜．家次

k校長先生へ

赤名小学校の概要

明沿 7年 開校

昭和48年 卯l立100固年記念祝mヤj渭実施
11 51年度県随康陵良学校 入j逍

11 52年度

II 53年度

II 54年度

ト

ト

ト

令

令

令

人選

特選

準県一

II 57年度 県保健体育優良学校

II 58年度 全国保娃体育優良学校

II 58年度 県随康優良学校 準県一

II 59年度 仝上 県一

II 59年度 全日本随康俊良学校全国If秀校

（以ヒすぺて小規模校の部）

この他 f,ft良子ども組合

俊良 PTA

優良交通少年団

よい歯の学校宜

等々、大蔵省、県 P連、中国管区許察局長等より

授n
59年度 児童数 162 

学級数 6 

教職員数 13 

学校長 恒松繁

寒i令3級地

へき 地校 （国の特地）

広島県境の町

標高 444m (学校）

k校長先生、その後益々お,t気で悠々自適の他康な

紺日をお過ごしのことと存じます＾

思えば4年前、 J校においてK校長先牛のもとで他

康教育にとり組み、県一、全国侵秀校にな ったあの時

の感激は、今でも胸にジーンと〈る程、鮮明に、強烈

に思い出されます。

しかしまた、あの感激の裏に 「 これては、全国f~秀

校の名か泣〈 」 と強〈反省した面のあ ったことも事実

でした。

あれから 4年。現任校にかわりましたか、以前か ら

建康教育に憧I様の深いT校長のもとで、 何とか J校以

上の建康教育を推進したいと全職員燃えました。

結果は、 58年度準県一、59年度県一位。そして県代

表となり、全国擾秀校の栄菅に輝きました。町や校下

の皆さんにも大変,;~んでいただき、記念のパレードも

行しヽました。

しかし、正直い って、またも 「これては、全国俊秀

校の名が泣〈 」 と反省せざる得ない面かあ ったことを

告白致します。残念です。

今、その一端を述ぺながら「それでも、ここまでは

んとに よ〈やった なあ。」 という自負との矛盾の中で、

「真の健康教育」の至難さを訴え、御指森を仰ぎたい

と思います。

1. 体力づくりについて

我が校は、 56年より体育の研究に取り組み、体力づ

くりにも力を入れてきました。特に梢雪地帯の地域性

を生かして、スキーを体育科に取り入れ、全校生がス
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キーに親しんでいます。 自七(1'.Jf本））づく りの推進にも

力を入れてきました 。 しかしながら、 59年 12 月時 . •.'!:で

の調介では、次のような結果でした。

● あなたは、自分の体力づ〈りの取り組みが以前よ

りよ〈なりましたか

よ〈な った かわらない わる〈な った

男 40.7% 51. 9 

女 38 3 5l. l 

,1-i- 39 3 51.8 

しかし、よ〈な っ たとはし、 っ て も、実質は、今•つ

とし、う感じです。

● あなたは一 l:l3回歯みがきしますか

みか〈

：~; : !brl=予
時々一 日3回みが〈

61.3 

・II :l [ul 
はし.., 

63.8 
~22 

たしかに57年よりよ〈はなりましたが、私共として

は、やはり不満です。

以,,・, I凋介を寒し、12月に実施したのは、実は真の定

が渡を知りたかったからです。

この体力づ〈 リでも50%以 卜を期待していたのです

ヵL..... 。

では次に、学校で 「ゆと＇）の時間 」に設菌してしヽる

ロー ドレ ース (1,t月 1回）への取 り組みは、というと

50%をこえます。

● あなたはロ ード レー スに以前よリ進んでめあてを

もってとりくむようになりましたか

よくな った わからなし、 わる 〈なった

男 51.9% 40 7 7.4 

女 55 3 38 3 6 4 

,r・. l・ 53.5 39.6 

これは、しかし、意地悪〈解釈すると、「1,j:Jcjある

から 」、「表彰があるから」（表彰は自己記録史新者に授

与する ） とも 言える。（ロードレースは、これも地形を

'I=. かし低学年600m、中学年800m、高学年1500mの、

山坂に点んだロード で行う 。）

2. はみがきについて

はみがきは、 58年-59年は、頂点施策として取リ組

みました。59年の 1学期は、実施状況も80%をIiにこ

えました。

この度の調在では、次の通りです。

● あなたは以前より伯みがきのとり組みがよ〈なり

ましたか

よくな った かわらない

男 58.4% 37.0 

女 47.8 52.2 

計 53.5 44.6 11 1.9 

3. 手洗いについて

和知ヽや／ヽンカチなどというものは、 6-7月には

殆んど JOO%に近い料tn確立？であ ったのに、調介で
は全〈の期待はずれの不確立でした。

II)食3ドの削に手を洗いますか

必ず洗う 時々洗う
ilhなし、こ と
が多い

：悶□戸 66.3 

( ~)j吏所のあと手を洗いますか

必ず洗う

43.3 

厨

．

~
・

1
2
1
2
 

／

／

 

5
9
5
7
 

71.5% 

60.0 

時々洗う が多い
、洗わないこと

□:： 
nlそう じのあと手を洗いますか

いロ22 ~~ ／／ 97 55 

• I史所後の手洗い

洗う

時々洗う

54.2 

63.1 

沈bなし、Ii
が多し、

王
これを見てどう思われますか。実は私逹も57年の湖

介で、 1吏所後の手洗い60%に唖然としました。そして

この度の71.5%です。なかなか侶べ ません。 ところか、

58年の島根養護部会編船の 「あゆみ」にある小学校の

手洗い調ftを見ましたら次のグラフがのっていました，

．
 

男

女

48.1% 

68.9 

時々洗う 洗わない

ロェ王 5.9

これがこの頃の小学生の実態なのかなあと .tltき且つ、

心寒い気がしました。
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4. うがいについて

うがいはかぜの予防等として学級指＃でも重悦して

実践を促していますが・・・。

(1)給食前にうがいをしますか

必すずる

:~ 悶□78.4% 

「 .9

しなし、/j
時々する ヵ・多い

工 6.1
31.7 

(2)学校から帰った時うがいをしますか

必ずする 時々する しない方が多い

: ~~ ~ ! I 1s~!- 11 l3s.i2・0 I I 4:~/ 

ここで少し弁解めいた事を述ぺますと、木造校舎の

本校では冬期 (12月-3月）は凍結防止のため、カラ

ンを 8つ使用し、他は元栓をしめてしまいます。だか

らといって手洗いやうがいをおろそかにしてよいとい

うわけではありませんか。

また、上記調査でわかることは、給食前、つまり学

校でのうがいはよくできるか帰宅時にはできなし、。こ

こにも自主的な定着度か低いといえるようです。

もう 一つ、この度の調壺 (59年12月）で明確にわか

ったことは、全体的に （殆んどの項目において ）低学

年時でかなり習慣形成がよ〈、中学年ではそれが弛緩

し、高学年で再びとりもどすという傾向が見られると

いうことです。その一例をあげると 。

● そうじのあと手を洗いますか

洗う 時々洗う

⑮ 39.2% 51.0 

〶 19.2 57.7 

⑬ 40.0 

●給食前にうかいをしますか

必ずする

56.0 

洗わなしヽ Ji
が多し、

23.1 

I 14.0 

しなし、/j
時々するが多い

〗二ご。 26.9 

59年12月の調査というと 、実は全国表彰が11月3日

であり、（健康教育が終わったわけではないのですが）

教員も子どももほっ とした時期といえるでし ょうか。

（教育にほっとした息ぬきがあってはなら ないとおっし

束校令さよなら（本育会(59年 5月21日）。この校令は

6月にこわし、60年 2月には鉄筋 2階建の新校舎か完成

ゃるかも知れませんか。）

実はここのところか肝心ではなしヽか、良実の評価か

できるのではないかと 、少し意地悪しヽきびしさで調牡

してみたわけです。そして、結果は、以 I・.の通り 、あ

まりよ〈ありませんでした。

これらの項目の他、食事の好ききらい、あいさつ、

授業への取り組み方なども調べてみましたが、これら

については、大へんよい＇炭容が見られましたので、そ

れこそ、 「はつ」 としたところでした。

これからのために

私達は、 PTAとの協力を打ち出して健康教育の推

進に努力してきました。 しかしまだまだ家庭への啓紫

か足りなかったと反省しています。 もっとも っと細か

いテーターを送って、家庭の理解を得、協力を訴えな

ければなりません。

そのためには 「保隧たより 」のあ リ方、つまり、如

ロードレースは町道を利用 し、毎月 1回行っている。

自己記録更新者に甘を出し、朝マラソンなども奨励し

てしヽ る。
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何にして読みやすいも のを、頻繁に出すかということ

を検討しなければならなしヽと思っています。

● あなたは学校から出るいろいろなたよりをよ〈読

みますか （父母の計）

ば、校内暴力やいじめ等の問題も一挙に解決に向うの

ではないか、などと臨教審のそのへんの答申を心待ち

しています。

k校長先生、教育現場を離れ られて、学校教育にも、

別の視点をあてておられることと存じます。私も教員

殆んど，；克む
ざっと読む佑んど 牛活30年とな りましたか、未だにとまどいと模索のfo:

品まな ＼ヽ

学級だより I 87.9% 
（月3-4回）

巨 1.0 日です。どうかよき示唆をお与え下さい。

学校報 r 74.5 
（月1回）

保撻だより r 67 .0 

（月1回）

給食だより しー一墜二！
（月1回）

24. 5 I JO 

29.0 n 4.0 
49.5 巴

ト．記は、保護者対象の調任ですか、保娃だよりのエ

夫か今後の課題と いえると思います。

データーは人を動かす。データーはど、人を動かす

力となるもの、点((I)となるものはありませんから、こ

の方からの切り込みか大切となると思います。その意

味でも、これからは、 1人の児童が 1年から 6年間、

どのように努力し、向 卜．したか （あるいは低迷してい

るか）が一 目瞭然の個人カルテヘの改良にも手かける

必要があると思っています。

言菓は悪いか、子どもという人質を得た学級担任が

出す 「学級だよ ＇）」 と同じ位かそれ以上に保護者に説

ませる 「保随だより 」を発行するのは、 養護教諭の重

大な使命の一つと 心得て、エネルギーを燃やして欲し

いと思います。

それから、健康教育に限らず、少なくとも教育と名

かつくからには、やは り学年を重ねる紐に学習内容

（知識 ・理解力 ）か深まる 。と同時にJ,l本的な生活料・ll'tも

だんだん多く身についてい〈 。道徳的判断力といった

ものも＇路固に備わ ってい〈ものでなければ真の教育と

いえないのではないかと痛感しているところです。

私は先年、はからずもヨーロ ッパ三国 （イギリス、

西ドイツ、フランス ）の教育事情視察の機会に恵まれ

ましたが、そこで「ゆとりある教育」に筒きました。

時間にも、空間にも、物にも実に大きなゆとりがあり

ました。わけても、教師と児童生徒の人的ゆとリ・・・・・・

学級の人数は小、中、高共20 人前後 • …••か羨しい限り

でした。

臨教審で種々教育問題が審議されていますか、学校

が終戦以来、児童を人として尊び、人格の形成を受け

もつからには45人学級では到底その目的を達すること

はできないと思います。 ヨーロ ッバ式にゆとりをもて

‘ 
栢•序態令地赤名では、正科の体育にスキーをと り

入れて、年間12時間をあてている。
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食生活と心身の健康について

c
 

山II県熊 tm;熊1:IHJ立勝廿1]小学校

養げ這 岩崎和子~

作文

「ぱくの病気は、おもに腹痛か多くて、体かたるくな

ることか多し‘。ぱくには、抵抗力かなし‘のたろうか。

一つの痛みか、I!及痛、頭痛、体の痛みと ふえ てくるこ

とかある 。この病気は 4年頃から始ま った。今まて何

回病院に行ったか分からない。保娃室にh〈こともた

びたびで、 l-2時間哀ては、教室へ1帝ることか多〈

なった。とうして、こんな病気にな ったのたろうか。

ぱくは、朝ごはんを 食べなし こヽと力、多し、。それは、

朝、起きると体の調子か悪くて、食欲かないか らだ。

それに、朝食を食べた後も調—(か悪 く なることかある

からだ。

ぱくは、肉か大好きて、よ く肉を食べる 。野菜は嫌

しヽだからはとんど食べなし‘。こうしヽった好き嫌いか、

ぱくの体を弱くしているのたと教えてもら ったことか

ある 。でも嫌¥,ヽ な物はどうしても食べれなしヽ・・....どう

したらいいのたろ う。は〈の体のことだから、やっば

り、はくか頑張らなければしヽけなしヽのだろうな・・....。

最近こ の作文のように、頭痛、腹痛、気分か悪いと

訴えて、保健奎に来る子供か増えています。この子供

たちの中には、は っきりとした医学的所見かなく、な

んともす っきりしない者か多く見られます。保健至に

来る＋供の幾人かを長期的に観察してみますと、どう

も食生活に原因かあるのではないかと思われる＋供か

います。

2つ事例を挙げてみますと、．．．．．．

A児は、朝から元気かなく、頭痛を訴えて来ます。

体温は平熱でどこにも異常は見られません。べ／ドで

休ませるとす 〈にIIKリ込み、 H覚めた後は、 Jじ気にな

り、給食もおかわ I)をして食へるはど食欲かあ＇）ます

この児竜は、朝食抜きか多〈、家庭生活 も乱れかち

です。又激しし、偏食で、好きな物は、何杯もおかわリ

をして食へるが、 嫌いな物は、ま った〈食べなし、とい

った状態で、 1 1::1 3食の食半か均等贔食べられていな

いのてす。 したかって、夕食に好物か出ると 、大量に

食べるため朝食か食へられなくなる訳てす。ちなみに

この児単は、肥渦児てす。そのためか、母親は、朝食

抜きをさ して気にとめている様 fもありません。

次に B児は、粕繁に腹痛を訴えて米る児菫です。 し

はらく横にな っているとおさま リ、規削正 しい排使も

なし とヽし、しヽ ます。

B児と話してみますと 、朝、夕の食串の時間か不規

削であ ったり、食べなか ったりするこ とか多 く、特に

休日での 3食は、まともに食ぺていない状態です。

このB児の家庭は、父親、母親、 B児の 3人家族で、

しかも母親か飲食店に勤めているので、休日は、いつ

も不在です。 したかって、仕食は、父親か作って食べ

させることもありますか、はとんどは、自由気ままに、

弁当や、スナ ック類等のお菓子を買 って食べているよ

うです。

以上、こ の 2つの事例のような子供たちかふえてき

ました。この事例のように表面化してきた＋供は、救

われるとしても、こうい った子供か、まだまだ多 く潜

在しているのではないかと思い、全校的に、健康と食

事の関係をつかんでみようということで、実態調査を
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してみました。

調介の項Hは、 1厚牛省による国民栄紺翡介を参考に

して 、必要 ➔~瑣を梢選、及 び,~i 足 して＇尖施しました 。

先す朝食の実態調介を見ますと、はと んどの 者は、

11} H朝食を食べていると笞え ていますか，全然食ぺな

し、者か 2%、時々食べる者か401)しヽて、およそ20人に

l人の割合て、朝食を食べてし、ないことがわかります。

朝食を/,H:J食ぺてし、ると答えた者でも、食＇ド の内容を

卦IIか<I凋ぺてみ ますと、 11人に l人は 9 ンヽたけ 、9 ンヽ

とコ ーヒ ー、こはんとふリカ・Itとし、 った、かたよ った

食・j,;をしています。

朝食をと ってし、て も、栄投のバランスの I・.から、人

きな問題をはらんているよ うてす。朝食を とら ない、

朝食をと ってし、 てもかたよ ったりvi食をと ってし、る r供
たちは、体力的にみても、娃康な状態を保つことかて

きなし、だろうし、ましてや、学料活動にも出中し て、

取り組もこ とかでき なし、のでは なし、でし ょうか。

そこて、満足な食ボをとれなし、のはなぜか。食半前

の食欲と の関係を調ぺてみました。

食欲力W つヽ もなし、、時々なしヽと答えた者か、合わせ

て6割に達しています。その中の 6人に 1人は、いつ

も食欲かないと訴えています。このことは、 1本の不調

にも、起I禾してからの時間にもよると考えられますか

家放かい っしょのテープルで、い っしょの物を食べて

し、るか、家族的な視密さや、会話か欠けてし、なし、かど

うかによるmiか大きいと考えられます。

5人に 1人の （供は、朝食を(供だけ て食ぺている

と答え、朝食での会話 も少な 〈、朝食にかけるII寺間も

半数以 I・は、 10分以内とな っています。

家族の団ら んに なるはすの 食·~時間か、共稼や、視

の ·It しさ、食·~に対しての考えの多様化などて、家庭

のぬく もりさえも忘れられている侑Iかでてきました。

そして、 (-/共だけの朝食、家族的な会話のない伯1時

間の朝食では 、食欲もおこ らなし、のか不思議ではなし、

ように思しヽます。

fl/牛省による国民栄養調介か らもすでに明らかにな

っていますか、両親とい っしょに食べる朝食は、食欲

も増し、食事のかたよりも少ないとあ ＇）ます C

朝食前後の体の調—f をみても、全体の％の(-供か、

不調を訴えています。食事だけに関係することではな

し、のでしょうか、生活のリズムや、習慣に起因してい

ることかあるのてはないでしょうか。

次に夕食に ついて調ぺてみましたか、食欲のない—(

供か I ll 人のうち 4 人、食 ,~;をし てし、ない(-供か10人の

うち 1人し まヽす。 又、家放そ ろって食へなし、 (-供か10

人のうち 3人、はと んどの家庭で、テレビを 見なから

の夕 食とな ってしヽ ます。

栄養面を見てみると、店lj合 インスタント食品か多

く、栄養所要紺：は I・.回っていますか、カルンュウムや

ビタミン不足が目立ってしヽ ます。

食 1~とは、 lJに入ればよい、 i曲）l及感をあ しわえはよ

し、と、視の愛"りも インスタント化するのてしょうか。

インスタント化といえば、おやつについても 、母視の

手作りかは とんどなく、市版さ hてし、る菓>(類を 8割

の （供か食へています。おやつの時間も贔も、半数の

（供か、自廿lな時、はしし、たけ食べています。

ある新聞に、現代っ (-の食生活は、間食力、多〈、巣

{-ハンや、イ ンスタントラーメンを多食し 、/Jil糖飲料

にスナ ノク染（か多いと出てしヽましたか、おやつひと

つにしても、心身の建康に、重大な影開かありそうで

す。

以 I・.、-(-供たちの食牛活の実態を見て、 問題をまと

めてみますと、

l . 朝食抜き、中には夕食抜き のイ・供がいて、栄養も

かたよりかちである 。又このかたよりか原因で、肥ii閲

児も増加している 。

2. 家族そろ って食事をとらなし、 r-供は、食欲かなし‘。
そして、朝食をとっていないため、体力はもちろん

精神的にも不澁足な状態が続き、疲れやす〈、体

の不調を訴えるケースか多い。

3. 食事の内容もインスタント化か進み、手作 ＇）の味

かおろそかにされ、母親の愛梢、心配りか不足しか

ちである。

4. 共稼ぎや、親の・Itしさて、家族の会話、団らんの

時間か知く、食べればよいという考えかあり、家族

のぬくもりに欠ける 。

5. 食教育という 言薬かありますか、食生活を通して

の躾や、人格形成が忘れかちである。

、6.おやつは、成長ざカ~ リの--f・供に、栄養を補う滋味

て大切な半なのですか、母親の共稼ぎのためか、鍵

っチの不びんさからか、あま ＇）自由に与えすぎている。

過保護や、放任のlfliか表われている。

こうした問題点を見ていきますと、現-h:のような食

生活か進んでいけばいくはど、チ供たちの身体的な健

康面、精神的な健康1fliか、益々むしばまれていきそう

です。
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そこて本校ては、学校給食の研究校に指定されたこ

とを契機に、 「（供たちの食生活の意識の島揚や、」E

しい食事のあり方、家放ての食生活のあり方」にスポ

／卜をあてて、食生活の見なおしをはかろうとしまし

た。

先す、養護教諭という 立場て、この問題を取＇）組む

ためには、全校的な課題とし、全職員の共通理解のも

と、職員ひとりひとりの主体的な取り組みかできるよ

うにすることか大切にな ってきます。

特に子供たちに正しい食事のあり方や、楽しいふれ

あいの食事を理解させ、実践させる指導は、各学級担

任にかかっています。保健室と各学級のつなかりを密

にして進めていかなければ、効果は期待できません。

例えば、保健室から実態調在した物は、査料として

各学級へ流れ、特設の食事の学級指導の参考責料を学

級へ提供します。学級からは、食事指導の個人カルテ

を保健室へなど、保健室と学級との風通しをよくし、

一方通行にならないように留意することか全校的な取

り組みとして大切です。そして、子供たちか心身の健

全な発達をめざす正しい食事のあり方の習慣を学びと

リ、進んで好ましい人間関係をはぐくんていく指導の

組織づくり、体制づくりをめざしました。

次にこの問題は、学校教育たけの問題では、解決出

米ない側面を持っています。家庭、とリわけ母親の協

力を得て、取り組むことによ って、展望が開けてきそ

うです。

そこて母親に、 「見る活動」 「食ぺて味わう活動」

「ふれて知り考える活動」 「聞き深める活動」など五

感を通して、理解を求めようと試みました。

1 . 見る活動としては、給食参観、公開授業等を実施

しています。特に公開授業ては、食事のマナーや、習

慣、栄養のバランスの学習を取り上け、母親に参観し

てもらい、その後、懇談を持ちました。

この会を持って、母親から次のような感想をもらい

ました。

「毎日、何気なく食事を作っておりましたか、今ま

で、いかに栄蓑のバランスを考えないで献立を作って

いたかかよく分かりました」とあり、又、充分に栄養

を考え、調理していると自信を持っていた母親からも、

「満たされているだろうと思っていたカルシュウムや

ピタミンが、このように不足しているとは知りませ

んでした。栄養について、献立について、改めて考え

なおさなければいけないと思I, まヽした。こういう授業

を持っていただいたことに感謝しております。」といっ

た感想です。

又、見て知ってもらう活動として、給食たよリや、

保健たよリを毎月発行し、学校からの一方通行にな ら

ないように、親か知り考えさせる工夫をしなから、啓

発を行な っています。

例えは、 10月号は、食生活を見直そうの中て栄養摂

取と、栄養パランスにつしヽ て・・・・・・

2. 食ぺて味わう活動としては、試食会を設けて、実

際食へてもらい、その後、給食センターの栄養士を招

いて、し好や調理方法などについて、懇談会を開いて

います。

3, 聞き深める活動には、参観日に全体会を持ち、 子

供の食生活の講話を依粕して啓発を行なっています。

又、食生活の実態をアンケート調森し、その結果を知

らせたり、質疑を受けたリして、母親の意識の裔揚を

図っています。

そのほか保建室をたびたび訪れる-{・/共については、

担任を通して保護者に連絡しても らい、保設者会等の

機会を利用して、個人懇談を行なっています。

以上のように、・食生活と心身の健康について、子供

の実態から、千供に正しい食生活を理解させていくこ

とと、母親と共に食生活を見つめなおす活動を中心に、

いくつかの調在、実践を試みてきました。まだ実践は、

やっとスタートしたばかりて、その充実にははど遠し、

ものかあリますか、給食教育を中心に、 (供は、徐々

てはありますか変わってきているようです。又、家庭

での梢極的な協力、慟きかけか、地道に実を結ひつつ

あることに功気づけられているところてす。

あくまでも家庭との食事の調和か、保たれてこそ真

に望ましい食生活かはぐくまれ、健康な成人へと成長

することかいえましょう 。

人間か健康に生きていくため、心身共に子供を育て

るため、 「食へる」という基本的な娃康教育について

私たち養渡教諭は、養謹教諭という立場から、さらに、

どのような取り組み、実践していったらいいのか、今

後かせられた大きな課題ではなし、でしょうか。
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